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塩素を用いた水処理は、有害な細菌や微生物を効果的に除去する手法として広く利用されています。一方で、

処理過程でハロゲン化消毒副生成物（DBP）が生成され、人の健康に悪影響を及ぼす可能性が指摘されていま
す。さらに、野火由来の灰が飲料水系に流入すると、化学物質間の相互作用は一段と複雑になり、さらなる汚染
物質が生成される場合があります。 

図に示すとおり、飛行時間型質量分析法（GC-TOFMS）によるフルマスレンジ取得と高性能デコンボリュー
ションアルゴリズムを組み合わせることで、健康影響が知られているターゲット DBP に加えて、商業製品の燃
焼残渣を含む野火灰の水抽出物を塩素処理したサンプル中に存在する、別の潜在的汚染物質も正確に同定するこ
とが可能になりました。 

 

 

塩素処理した野火由来灰の水抽出物のクロマトグラム。拡大領域では、ターゲット化合物であるクロロジブロモアセタルデヒドと、ノン
ターゲット化合物であるペンタン酸の同定に成功した様子を示しています。ChromaTOF のデコンボリューションアルゴリズムにより、
各ピークの Peak True スペクトルへ質量が正確に割り当てられ、大きなテーリングを示す酸のシグナルに重なる低強度のハロゲン化消
毒副生成物（DBP）であっても適切に検出された。さらに、両化合物に対してライブラリ類似度 800/1000 以上を得ることができ
た。 
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